
９
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

住
田
中
学
校
 来
春
開
校
へ
 
③

令
和
４
年
度
決
算

ど
う
使
わ
れ
た
52億

円（
一
般
会
計
） 
④

町
民
生
活
支
援
な
ど
で
論
戦
 

⑧
（
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
）

５
年
ぶ
り
の
開
催ふ
る
さ
と
住
田
会
 
⑭

「
金
メ
ダ
ル
を
ガ
ブ
リ
!!」

《
世
田
米
保
育
園
》
関
連
記
事
16P

議
会
だ
よ
り

す
み
た
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令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に﹁
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導

入
手
数
料
﹂44
万
円
、﹁
コ
ン
ビ

ニ
収
納
用
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
﹂３
５
９
万
円
を
計
上
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
可
能

と
す
る
目
的
や
背
景
は
。

近
隣
自
治
体
に
お
い
て
、

３
６
５
日
24
時
間
収

納
が
で
き
る
と
い
う
状
況
を

鑑
み
て
、本
町
で
も
収
納
環
境

を
整
備
し
た
い
。

収
納
の
対
象
税
目
と

収
納
可
能
店
舗
は
。

個
人
住
民
税
、固
定

資
産
税
、軽
自
動
車

第29回定例会
（９月議会）
あらまし

　９月定例会は、８月29日から９月８日までの11日間の会期で開かれ、一般質問に
は４議員が登壇。住田高校の魅力化や補聴器購入の助成などについて議論が交わさ
れました。本会議では、町条例の一部改正や令和５年度補正予算を審議し、原案の
とおり可決。人事案件では、７件の選任や推薦に同意しました。
　令和４年度一般会計及び３特別会計の歳入歳出決算並びに２事業会計決算につい
ては、決算審査特別委員会を設置し、集中審査しました。（関連記事４～７ページ）

町
民
税・国
保
税・上
下
水
道
料

一
般
会
計
補
正
予
算

問問 答答

コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
へ

令和４年度
決算議会

イコウェルすみた

△  年中無休のコンビニでの収納が可能と
なり、納付者の利便性向上が図られる

税
、国
民
健
康
保
険
税
を
は

じ
め
、水
道
料
、下
水
道
料
、

町
営
住
宅
家
賃
な
ど
の
口
座

振
替
が
可
能
な
各
種
料
金
を

対
象
と
し
た
い
。ほ
と
ん
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
で
収
納
が
可
能
と

な
り
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
決
済
も
可
能
と
な
る
。

すみた議会だより　第183号
令和５年10月27日
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世
田
米
中
学
校
と
有
住
中

学
校
の
統
合
は
、
令
和
３
年

度
よ
り
、
教
育
審
議
会
や
学

校
統
合
推
進
協
議
会
、
保
護

者
説
明
会
、
住
民
説
明
会
を

開
催
し
て
民
意
の
反
映
に
努

め
、
合
意
形
成
を
図
っ
て
き

た
。
協
議
の
結
果
、
令
和
６

年
４
月
よ
り
、
２
校
を
廃
止

し
、
新
た
な
学
校
を
定
め
る

方
向
性
に
至
っ
た
。

新
た
に
設
置
す
る
校
名
を

﹁
住
田
町
立
住
田
中
学
校
﹂と

し
、来
年
４
月
の
開
校
に
向

け
て
、校
歌
や
校
章
、制
服
な

ど
所
要
の
整
備
を
図
る
。

各
校
で
は
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
世
田
米
中

で
は﹁
共
に
学
び
共
に
育
つ
﹂、

有
住
中
で
は
﹁
創
れ
我
が
手

で
我
が
郷
土
﹂
が
あ
る
。
新

中
学
校
に
お
け
る
校
風
や
生

徒
が
目
指
す
べ
き
姿
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

両
校
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
校
風
や

成
果
な
ど
に
配
慮
し
な
が

ら
、
生
徒
や
保
護
者
、
地
域

に
と
っ
て
希
望
あ
ふ
れ
る
学

校
と
な
る
よ
う
関
係
各
位
の

方
々
と
連
携
し
な
が
ら
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

―校歌・校章・制服が決定―

答

住田中学校 来春開校へ

△  住田中学校の設置に伴い、制服や運動着、通学か
ばんなどが新調された

問

　
　
　
　
　
　
に
同
意

︻
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
︼

千ち

ば葉

和わ

三ぞ
う

氏
（
68
才
）

世
田
米
字
松
ヶ
平

（
再
任
）

小お

の野
ち
か
子こ

氏
（
73
才
）

上
有
住
字
恵
蘇（再

任
）

︻
教
育
委
員
の
任
命
︼

菊き
く
田た

忠
ち
ゅ
う
一い
ち

氏
（
66
才
）

下
有
住
字
奥
新
切

（
新
任
）

︻
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
︼

澤さ
わ

田だ

幸ゆ
き

枝え

氏
（
73
才
）

上
有
住
字
西
野（再

任
）

菅か
ん
野の

義よ
し
光み
つ

氏
（
70
才
）

世
田
米
字
窪
田（再

任
）

高た
か
橋は
し

聖せ
い
子こ

氏
（
63
才
）

下
有
住
字
十
文
字

（
再
任
）

伊い

藤と
う

豊と
よ

彦ひ
こ

氏
（
63
才
）

世
田
米
字
火
石（新

任
）

賛否が分かれた議案　採決状況

議　　　案
水
野

正
勝

荻
原
　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上
　
　
薫

阿
部

祐
一

林
﨑

幸
正

菊
池
　
　
孝

高
橋
　
　
靖

菅
野

浩
正

瀧
本

正
德

議
決
結
果

議案第18号　住田町固定資産評価審査委員会
委員の選任に関し同意を求めること 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ― 可

決

〇:賛成　×:反対　欠:欠席
議長は採決に加わりません

すみた議会だより　第183号
令和５年10月27日
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令和４年度決算 ど
う
使
わ
れ
た
52
億
円︵
一
般
会
計
︶

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
52
億
７
５
７
７
万
円
で

前
年
度
比
４
億
６
９
７
０
万
円
の
減
、
歳
出
51
億
８
７
７
４
万
円

で
前
年
度
比
３
億
３
１
３
３
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

畜
産
競
争
力
強
化
整
備
の
事
業
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
関
連
交
付
金
の
減
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

移
住
定
住
積
極
的
に

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
が
13
億
２
８
４
１
万
円
、
民
生

費
が
11
億
７
２
７
５
万
円
、
公
債
費
が
６
億
７
０
９
６
万
円
、
教

育
費
が
４
億
４
２
２
１
万
円
、
衛
生
費
が
４
億
１
０
０
４
万
円
な

ど
で
す
。

総
務
費
の
中
に
は
、
仕
事
・
学
び
の
場
創
出
事
業
の
１
億

１
４
５
８
万
円
や
空
き
家
活
用
住
宅
整
備
事
業
の
１
３
４
８
万
円

な
ど
移
住
定
住
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
入
っ
て
い
ま
す
。

財
政
は
健
全
に
推
移

財
政
の
面
で
は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
将

来
負
担
比
率
が
生
じ
て
お
ら
ず
、
地
方
債
返
済
割
合
で
あ
る
実
質

公
債
比
率
も
７
・８
％
と
早
期
健
全
化
基
準
の
25
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
な
ど
４
比
率
全
て
で
高
い
健
全
性
を
保
っ
て
い
ま
す
。

令和４年度各会計決算

会計区分 収入済額 支出済額 差引額

一　般　会　計 52億7577万円 51億8774万円 8803万円

特

別

会

計

国民健康保険 7億7339万円 6億9888万円 7451万円

介護保険 10億356万円 9億6294万円 4062万円

後期高齢者医療 7724万円 7660万円 64万円

小　　計 18億5419万円 17億3842万円 1億1577万円

簡易水道事業会計 ２億3735万円 ２億2526万円 1209万円

下水道事業会計 １億6712万円 １億7045万円 △333万円

合　　　　　計 75億3443万円 73億2187万円 2億1256万円

令和４年度決算に基づく健全化判断比率

令和４年度決算 早期健全化基準

実質赤字比率 ―　％ 15　％

連結実質赤字比率 ―　％ 20　％

実質公債費比率 7.8　％ 25　％

将来負担比率 ―　％ 300　％

決
算
審
査
特
別
委
員
会

すみた議会だより　第183号
令和５年10月27日
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決算ピックアップ

仕事・学びの場創出事業
（イコウェルすみた）

　　　１億１４５８万円
住田高校魅力化事業

　　　１５５５万円

有線テレビジョン放送事業
（住田テレビ）

　　　４７１６万円
木工館指定管理費

　　　３５５万円

道路新設改良費（町道）

８３１５万円

釜石線沿線広域エリア
活性化委員会負担金

　　　１０万円

決算審査意見書
代表監査委員　紺野　仁

　人口減少に伴い、町有施設や町有地の利用度低
下や遊休化が懸念される。効果的な再利用が見込
めない場合には、民間活用や売却の検討も必要と
なる。
　公共施設や上・下水道・地域情報通信基盤施設
などのインフラ施設は、住民の福祉に不可欠であ
るため、維持管理や更新が必要であり、その財源
を確保するには、基金の整備運用などの検討も必
要である。適切な財政計画に沿った財政運営に努
められたい。
　自治体ＤＸも、機器・システムの維持管理や更新
があり、基金の整備運用などの検討が必要である。
　職員の働き方では、ワーク・ライフ・バランスが
推奨されている。職場全体で意識改革に努められ
たい。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

すみた議会だより　第183号
令和５年10月27日
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令和４年度
決算審査

　決算審査特別委員会（高橋靖委員長）は、９月４日から６日までの
３日間にわたり開かれ、一般会計、３特別会計、２事業会計の決算に
ついて審議。すべて原案のとおり認定されました。
　ここでは審議した多くの質問項目の中から、各委員１項目を掲載し、
お知らせします。

す
べ
て
の
決
算
を
認
定

～
社
会
動
向
に
も
適
切
対
応
～

消
防
団

問
消
防
団
員
報
酬
や
手
当

が
口
座
振
替
と
な
っ
た
。
団

員
の
受
け
止
め
や
今
後
の
待

遇
改
善
は
ど
う
か
。

答
口
座
振
替
導
入
の
件

は
、
一
年
間
に
わ
た
り
消
防

団
と
意
見
交
換
し
、
最
終
的

に
納
得
し
て
頂
い
た
と
考
え

て
い
る
。
団
員
の
待
遇
改
善

面
で
は
、
消
防
団
行
事
の
改

善
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
事
業
は
１
９
６
０
万
円
。

３
路
線
の
利
用
運
賃
総
額

は
。
高
齢
者
の
利
用
ど
う
考

え
る
。

答
運
賃
収
入
は
３
７
８
万

４
６
２
５
円
。
運
賃
は
、利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
応
益

と
し
て
頂
い
て
い
る
。
買
い
物

な
ど
に
不
便
を
き
た
し
て
い

る
高
齢
者
な
ど
へ
の
支
援
は
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

鳥
獣
被
害

問
鳥
獣
被
害
防
止
に
ど
う

取
り
組
ん
で
い
る
か
。
シ
カ

は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ノ
シ
シ
や

サ
ル
へ
の
対
処
は
ど
う
か
。

答
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
有
害
捕

獲
を
推
進
し
て
い
る
。
１
頭

あ
た
り
８
千
円
が
交
付
さ
れ

て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
も
有
害

捕
獲
の
対
象
で
あ
り
、
５
年

度
よ
り
報
償
費
を
増
額
す

る
。
サ
ル
は
有
害
捕
獲
の
対

象
外
で
あ
る
。

住
民
要
求
に
対
応

佐
々
木
春
一
委
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
流
行
と
鎮
静
化

を
繰
り
返
す
な
か
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
訪
問
看
護
、

福
祉
事
業
を
支
援
。
物
価

高
に
対
応
し
た
生
活
支
援
。

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の

高
校
生
ま
で
の
拡
大
や
保

育
料
の
無
料
化
な
ど
子
育

て
支
援
を
充
実
。
住
民
の

要
望
に
応
え
、
住
民
参
加

に
よ
る
地
域
に
あ
っ
た
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
評
価
す
る
。

委
員
長
報
告

計
画
に
沿
い
予
算
執
行

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長

高
橋

靖

「
医
・
食
・
住
」
を
掲
げ

た
総
合
計
画
の
３
年
目
で

あ
り
、計
画
に
沿
っ
た
予

算
が
適
切
に
執
行
さ
れ
た

か
。
行
政
効
果
が
現
れ
た

か
。
町
民
福
祉
の
向
上
が

図
ら
れ
た
か
。
を
観
点
に

質
疑
が
行
わ
れ
た
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
、仕
事
・
学
び
の
場
創

出
、障
が
い
者
自
立
支
援
、

交
通
対
策
、子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
、住
田
高
校
魅

力
化
な
ど
の
事
業
が
推
進

さ
れ
る
と
と
も
に
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
な
ど
、社
会
動
向
に

対
応
し
た
事
業
も
実
施
さ

れ
た
。
多
く
の
質
疑
と
意

見
が
出
さ
れ
、審
査
の
結

果
い
ず
れ
の
決
算
も
認
定

す
べ
き
と
決
定
し
た
。

水野正勝委員

荻原　勝委員

佐々木信一委員

賛
成
討
論

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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奨
学
金

問
奨
学
金
の
返
還
は
、
町

内
に
居
住
し
、
仕
事
に
つ
い

た
場
合
に
免
除
す
る
制
度
が

あ
る
が
実
績
は
。
貸
付
型
か

ら
給
付
型
へ
の
移
行
は
。

答
４
年
度
の
返
済
免
除
対

象
者
は
１
名
。
貸
付
型
か
ら

給
付
型
を
導
入
す
る
自
治
体

は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
給

付
要
件
な
ど
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
慎
重
に
考
え
て
い
き

た
い
。

観
光
協
会

問
観
光
協
会
は
実
質
１
人

体
制
で
あ
る
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
だ
け
で
な
く
、
広
く

募
集
し
た
ら
ど
う
か
。

答
１
人
の
職
員
で
は
大
変

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
公
募
に
よ
る
補
充
も
目
指

し
て
い
る
が
、
観
光
協
会
と

情
報
交
換
し
な
が
ら
体
制
強

化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

債
権
管
理

問
過
年
度
分
の
滞
納
金
な

ど
へ
の
不
納
欠
損
の
考
え
方

は
。答

執
行
停
止
し
て
か
ら
一

定
の
年
数
が
経
過
し
た
も
の

は
、
債
権
管
理
条
例
に
基
づ

い
て
不
納
欠
損
を
し
て
い

る
。
実
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追
い
付
い
て
い

な
い
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含
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徹
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し
て

い
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た
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薫

阿
部
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一

林
﨑

幸
正

菊
池
　
　
孝

高
橋
　
　
靖

菅
野

浩
正

瀧
本

正
德

議
決
結
果

決算審査特別委員会 委員長（高橋靖）議長（瀧本正德）は採決に加わりません

認定第１号　令和４年度
住田町一般会計歳入歳出決算の決算について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 ― 認

定

本会議 議長（瀧本正德）は採決に加わりません

認定第１号　令和４年度
住田町一般会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 可

決

〇は賛成　×は反対
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阿部祐一委員

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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令和５年10月27日
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健康づくりにプールを
建設費や維持費が課題

連
続
20
人
割
れ
の
対
応
は

分
析
と
改
善
が
必
要

荻
おぎ

原
わら

　　勝
まさる

 議員

問

問

答

答

　時代のニーズに合
わせた住高魅力化を

議員のつぶやき

問
高
校
再
編
基
準
で
あ
る

２
年
連
続
の
入
学
者
数
20
人

以
下
が
現
実
と
な
っ
た
が
。

答
教
育
長

20
年
以
上
、
住
田
高
校
の

教
育
振
興
運
動
へ
の
支
援
や

魅
力
化
構
想
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
２
年
連
続

で
21
名
以
上
の
入
学
者
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
。
分
析
と

改
善
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

募
集
継
続
の
措
置
は
、
こ
れ

ま
で
の
本
町
の
取
り
組
み
が
、

県
教
育
委
員
会
か
ら
一
定
の

評
価
を
得
た
た
め
と
考
え
る
。

問
住
高
入
学
者
数
が
目
標

に
達
し
な
か
っ
た
要
因
は
。

答
教
育
長

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

気
仙
管
内
の
志
願
者
数

（
３
４
２
人
）
が
募
集
定
員

（
５
２
０
人
）
を
大
幅
に
下

回
り
、
比
較
的
容
易
に
近
距

離
の
希
望
高
校
に
入
学
で
き

る
状
況
に
な
っ
た
。
本
町
は
、

近
隣
市
に
複
数
の
通
学
可
能

な
高
校
が
存
在
し
、
中
学
校

卒
業
生
の
進
学
先
が
分
散
す

る
傾
向
に
あ
る
な
ど
の
要
因

と
分
析
し
て
い
る
。

問
次
年
度
に
向
け
、
総

括
や
要
因
分
析
を
町
民
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
教
育
長

住
田
高
校
教
育
振
興
会
及

び
住
田
高
校
魅
力
化
推
進
会

議
で
委
員
の
方
々
に
説
明
し
、

協
議
し
て
い
た
だ
き
、
情
報

共
有
と
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
町
民
の
皆
様
に
会

議
を
オ
ー
プ
ン
化
し
、
会
議

の
内
容
に
関
し
て
住
田
広
報

な
ど
様
々
な
媒
体
及
び
機
会

を
通
じ
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
プ
ー
ル
熱
中
症
か
ら
児

童
を
守
る
配
慮
の
た
め
、

プ
ー
ル
の
授
業
な
ど
が
中
止

に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

中
止
基
準
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
今
季
の
中
止
状
況
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
教
育
長

本
町
の
プ
ー
ル
授
業
な
ど

の
実
施
条
件
は
、
気
温
が

20
℃
以
上
か
つ
水
温
が
22
℃

以
上
と
さ
れ
て
い
る
が
、
気

温
と
水
温
の
合
計
温
度
が

65
℃
以
上
の
場
合
に
は
実
施

し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
季
は
午
後
に
お
い
て
５
日

間
、
中
止
の
事
例
が
あ
っ
た
。

問
全
町
民
が
利
用
で
き
る

健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
プ

ー
ル
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
長

水
泳
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
対
応
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
一
方
プ
ー

ル
は
、
建
設
費
や
維
持
管
理

費
が
高
額
と
な
る
。
周
辺
自

治
体
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

整
備
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
な
い
な
ど
の
こ
と
が
あ
る
。

現
状
で
の
プ
ー
ル
の
整
備
は

考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
の

役
場
周
辺
や
学
校
統
合
の
施

設
整
備
の
中
で
、
慎
重
に
考

え
て
い
き
た
い
。

△  水泳の授業で元気に泳ぐ子どもたち

すみた議会だより　第183号
令和５年10月27日

9

町
の
考
え
を
問
う

すみた議会だより　第183号
令和５年10月27日

8

町民生活応援･ＩＬＣ
仕事場対策などで論戦

４
人
の
議
員
が
質
問ページ 質  問  者

（登壇順） 質問項目

９ 荻
おぎ
原
わら
　　勝

まさる ①住田高校の入学者数と魅力化
②学校プールの利用

10 佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず ①町民生活応援と国民健康保険事業の対応

②高齢者の補聴器購入費の助成
③建設･建築事業者の支援

11 佐
さ
々
さ
木
き
信
しん
一
いち

①人口減少と仕事場対策

12 村
むら
上
かみ
　　薫

かおる
①国際リニアコライダー（ＩＬＣ）
②三陸ジオパークけせん
③町の情報受・発信の在り方
④職員の副業制度創設

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
し

ま
す
。
質
問
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町のホームペー
ジで閲覧できます。
　（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができます）

９月議会

町
の
考
え
を
問
う

一般質問

▼QRコード

すみた議会だより　第183号
令和５年10月27日
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すみた議会だより　第183号
令和５年10月27日

10

問
国
保
加
入
世
帯
の
多
く

は
農
林
業
、
自
営
業
者
や
年

金
生
活
者
で
、
電
気
料
・
燃

油
な
ど
の
物
価
高
騰
に
最
も

影
響
を
受
け
て
い
る
。
国
保

税
を
緊
急
に
引
き
下
げ
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
町
長

平
成
30
年
度
か
ら
保
険
税

率
は
据
え
置
き
し
て
お
り
、

県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
標
準

保
険
税
率
を
参
考
に
税
率
を

決
定
し
て
い
る
が
、
実
際
は

算
定
さ
れ
る
保
険
税
よ
り
低

く
設
定
し
て
い
る
。

現
在
、
長
期
的
に
安
定
し

た
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
緊
急
に
引
き
下

げ
る
の
は
適
当
で
な
い
と
考

え
る
が
、
今
後
の
景
気
や
国

の
動
向
を
注
視
し
、
国
保
の

児
の
均
等
割
を
５
割
軽
減
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
均
等
割

の
免
除
・
減
免
は
、
国
の
基

準
に
従
っ
て
実
施
し
て
い
く
。

問
来
年
（
２
０
２
４
年
）

秋
に
健
康
保
険
証
を
廃
止
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一

本
化
す
る
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

化
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る

と
公
的
保
険
診
療
か
ら
遠
ざ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

答
町
長

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
持
た

な
い
人
全
員
に
、
保
険
証
に

代
わ
る
「
資
格
確
認
証
」
を

一
律
に
交
付
す
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
通
り
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
。

不
安
払
拭
の
た
め
情
報
収
集
、

発
信
に
努
め
て
い
く
。

被
保
険
者
の
現
状
を
的
確
に

捉
え
て
い
き
た
い
。

問
国
保
税
に
は
、
応
益
負

担
と
い
う
考
え
方
に
よ
り
被

保
険
者
の
人
数
に
よ
っ
て
課

税
さ
れ
る
均
等
割
が
あ
り
、

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
、

子
ど
も
が
増
え
る
と
税
負
担

が
増
え
る
。
子
ど
も
の
均
等

割
を
減
免
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
町
長

令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学

問
高
齢
者
の
加
齢
に
よ
る

難
聴
や
聴
力
低
下
は
、
安
心

し
て
生
活
し
て
い
く
上
で
大
き

な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
補
聴

器
の
購
入
費
は
高
額
で
負
担

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
助
成
制

度
が
必
要
と
思
う
が
。

答
町
長

難
聴
は
、
本
人
だ
け
で
は
な

く
、
家
族
や
職
場
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
社
会
と
の
関

係
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

補
聴
器
は
大
変
高
額
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
補
聴

器
の
み
を
特
化
し
て
助
成
す
る

こ
と
へ
の
是
非
も
あ
り
、
実
施

は
総
合
的
に
判
断
を
し
て
い
き

た
い
。

国保税の緊急引下げを
安定した財政運営を図る

佐
さ

々
さ

木
き

春
はる

一
かず

 議員

問
答

　ガソリンから食料
品まで何もかも値上
げ、家計を直撃。希
望が持てる経済再生
が待たれる…

議員のつぶやき

補
聴
器
購
入
に
助
成
す
べ
き

助
成
制
度
は
総
合
的
に
判
断

防
災
・
減
災
の
仕
事
を
起
こ
せ

事
業
化
に
向
け
取
り
組
む

問問 答答
問
建
設
事
業
者
か
ら
仕
事

が
減
少
し
、
見
通
し
が
立
た
な

い
と
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

防
災
・
減
災
に
対
応
し
た
計
画

に
よ
り
、
流
域
治
水
や
土
砂
災

害
を
防
止
・
軽
減
す
る
事
業

計
画
を
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
町
長

県
が
実
施
す
る
治
水
、
治

山
事
業
の
事
業
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
事

業
者
が
地
域
経
済
を
支
え
活

躍
で
き
る
よ
う
に
情
報
交
換

な
ど
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

△マイナンバーカードに一
本化される「健康保険
証」。保険証の存続が最
も簡素で確実と思われる
が
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町
の
考
え
を
問
う

新卒支援で人口対策を
雇用対策や企業誘致継続

人
口
減
少
の
現
状
は

若
い
世
代
の
流
出
が
課
題

佐
さ

々
さ

木
き

信
しん

一
いち

 議員

問

問

答

答

　人口減少が進んで
いる。若者の所得向
上が望まれる

議員のつぶやき

問
若
者
が
首
都
圏
に
集
中

し
て
お
り
、
本
町
で
も
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
が
、
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
町
長

総
務
省
の
２
０
２
２
年
の

住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報

告
に
よ
る
と
、
首
都
圏
に
転

入
者
が
転
出
者
を
上
回
り
、

東
京
都
で
は
３
年
ぶ
り
に
拡

大
し
、
前
年
と
比
較
し
て
７

倍
に
増
え
た
。
雇
用
の
選
択

が
少
な
い
地
方
で
は
、
22
道

県
で
流
出
が
拡
大
。
本
町
に

お
け
る
15
才
か
ら
29
才
ま
で

の
社
会
増
減
は
、
過
去
３
年

間
で
１
０
４
人
が
減
少
し
た
。

町
で
は
目
標
人
口
を

「
２
０
４
０
年
に
４
０
０
０

人
」
と
し
て
い
る
が
、
設
定

し
た
目
標
を
大
き
く
下
回
っ

て
お
り
、
若
い
世
代
の
流
出

が
重
要
な
問
題
と
捉
え
て
い

る
。問

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
に
は
、
若
者
の
働
く

場
所
の
確
保
と
地
元
へ
の
定

着
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
町
長

若
者
の
働
く
場
の
確
保
は
、

人
口
流
出
を
防
ぐ
手
段
と
し

て
有
効
と
捉
え
て
い
る
。
職

場
定
着
を
促
進
す
る
助
成
制

度
を
整
備
し
、
誘
致
企
業
の

支
援
、
産
業
振
興
と
雇
用
対

策
、
所
得
向
上
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
県
企
業
誘
致
推
進

委
員
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

気
仙
地
区
雇
用
開
発
協
会
な

ど
と
の
情
報
連
携
を
図
り
、

町
内
事
業
所
へ
の
人
材
確
保
、

若
者
の
地
元
定
着
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
町
で
は
、
新
卒
者
の
雇

用
奨
励
や
新
規
起
業
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

効
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
町
長

若
者
の
働
く
場
の
確
保
や

職
場
定
着
を
促
進
す
る
助
成

制
度
と
し
て
、
企
業
設
置
奨

励
金
や
、
若
年
者
職
場
定
着

奨
励
金
制
度
を
整
備
し
、
支

援
す
る
こ
と
で
地
元
定
着
に

努
め
て
き
た
。
新
た
に
起
業

す
る
個
人
な
ど
に
対
し
、
起

業
奨
励
交
付
要
綱
を
平
成
28

年
度
に
整
備
し
、
起
業
家
へ

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
こ
と

で
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

問
新
卒
者
や
町
内
事
業
者

へ
の
支
援
を
今
後
の
人
口
減

少
対
策
に
ど
う
繋
げ
て
い
く

考
え
か
。

答
町
長

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
雇

用
対
策
、
企
業
誘
致
活
動
な

ど
を
継
続
し
て
行
な
う
こ
と

で
、
職
業
の
選
択
肢
を
増
加

さ
せ
、
定
住
率
の
向
上
や
地

域
産
業
の
維
持
、
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
人
口
減
少
対
策

に
も
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 △  店頭やインターネット販売を中心に展開をし

ている起業５年目の事業所
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問
国
保
加
入
世
帯
の
多
く

は
農
林
業
、
自
営
業
者
や
年

金
生
活
者
で
、
電
気
料
・
燃

油
な
ど
の
物
価
高
騰
に
最
も

影
響
を
受
け
て
い
る
。
国
保

税
を
緊
急
に
引
き
下
げ
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
町
長

平
成
30
年
度
か
ら
保
険
税

率
は
据
え
置
き
し
て
お
り
、

県
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
標
準

保
険
税
率
を
参
考
に
税
率
を

決
定
し
て
い
る
が
、
実
際
は

算
定
さ
れ
る
保
険
税
よ
り
低

く
設
定
し
て
い
る
。

現
在
、
長
期
的
に
安
定
し

た
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
緊
急
に
引
き
下

げ
る
の
は
適
当
で
な
い
と
考

え
る
が
、
今
後
の
景
気
や
国

の
動
向
を
注
視
し
、
国
保
の

児
の
均
等
割
を
５
割
軽
減
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
均
等
割

の
免
除
・
減
免
は
、
国
の
基

準
に
従
っ
て
実
施
し
て
い
く
。

問
来
年
（
２
０
２
４
年
）

秋
に
健
康
保
険
証
を
廃
止
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一

本
化
す
る
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

化
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る

と
公
的
保
険
診
療
か
ら
遠
ざ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

答
町
長

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
持
た

な
い
人
全
員
に
、
保
険
証
に

代
わ
る
「
資
格
確
認
証
」
を

一
律
に
交
付
す
る
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
通
り
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
。

不
安
払
拭
の
た
め
情
報
収
集
、

発
信
に
努
め
て
い
く
。

被
保
険
者
の
現
状
を
的
確
に

捉
え
て
い
き
た
い
。

問
国
保
税
に
は
、
応
益
負

担
と
い
う
考
え
方
に
よ
り
被

保
険
者
の
人
数
に
よ
っ
て
課

税
さ
れ
る
均
等
割
が
あ
り
、

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
、

子
ど
も
が
増
え
る
と
税
負
担

が
増
え
る
。
子
ど
も
の
均
等

割
を
減
免
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
町
長

令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学

問
高
齢
者
の
加
齢
に
よ
る

難
聴
や
聴
力
低
下
は
、
安
心

し
て
生
活
し
て
い
く
上
で
大
き

な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
補
聴

器
の
購
入
費
は
高
額
で
負
担

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
助
成
制

度
が
必
要
と
思
う
が
。

答
町
長

難
聴
は
、
本
人
だ
け
で
は
な

く
、
家
族
や
職
場
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
社
会
と
の
関

係
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

補
聴
器
は
大
変
高
額
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
補
聴

器
の
み
を
特
化
し
て
助
成
す
る

こ
と
へ
の
是
非
も
あ
り
、
実
施

は
総
合
的
に
判
断
を
し
て
い
き

た
い
。

国保税の緊急引下げを
安定した財政運営を図る

佐
さ

々
さ

木
き

春
はる

一
かず

 議員

問
答

　ガソリンから食料
品まで何もかも値上
げ、家計を直撃。希
望が持てる経済再生
が待たれる…

議員のつぶやき

補
聴
器
購
入
に
助
成
す
べ
き

助
成
制
度
は
総
合
的
に
判
断

防
災
・
減
災
の
仕
事
を
起
こ
せ

事
業
化
に
向
け
取
り
組
む

問問 答答
問
建
設
事
業
者
か
ら
仕
事

が
減
少
し
、
見
通
し
が
立
た
な

い
と
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

防
災
・
減
災
に
対
応
し
た
計
画

に
よ
り
、
流
域
治
水
や
土
砂
災

害
を
防
止
・
軽
減
す
る
事
業

計
画
を
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
町
長

県
が
実
施
す
る
治
水
、
治

山
事
業
の
事
業
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
事

業
者
が
地
域
経
済
を
支
え
活

躍
で
き
る
よ
う
に
情
報
交
換

な
ど
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

△マイナンバーカードに一
本化される「健康保険
証」。保険証の存続が最
も簡素で確実と思われる
が
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町
の
考
え
を
問
う

新卒支援で人口対策を
雇用対策や企業誘致継続

人
口
減
少
の
現
状
は

若
い
世
代
の
流
出
が
課
題

佐
さ

々
さ

木
き

信
しん

一
いち

 議員

問

問

答

答

　人口減少が進んで
いる。若者の所得向
上が望まれる

議員のつぶやき

問
若
者
が
首
都
圏
に
集
中

し
て
お
り
、
本
町
で
も
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
が
、
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
町
長

総
務
省
の
２
０
２
２
年
の

住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報

告
に
よ
る
と
、
首
都
圏
に
転

入
者
が
転
出
者
を
上
回
り
、

東
京
都
で
は
３
年
ぶ
り
に
拡

大
し
、
前
年
と
比
較
し
て
７

倍
に
増
え
た
。
雇
用
の
選
択

が
少
な
い
地
方
で
は
、
22
道

県
で
流
出
が
拡
大
。
本
町
に

お
け
る
15
才
か
ら
29
才
ま
で

の
社
会
増
減
は
、
過
去
３
年

間
で
１
０
４
人
が
減
少
し
た
。

町
で
は
目
標
人
口
を

「
２
０
４
０
年
に
４
０
０
０

人
」
と
し
て
い
る
が
、
設
定

し
た
目
標
を
大
き
く
下
回
っ

て
お
り
、
若
い
世
代
の
流
出

が
重
要
な
問
題
と
捉
え
て
い

る
。問

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
に
は
、
若
者
の
働
く

場
所
の
確
保
と
地
元
へ
の
定

着
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
町
長

若
者
の
働
く
場
の
確
保
は
、

人
口
流
出
を
防
ぐ
手
段
と
し

て
有
効
と
捉
え
て
い
る
。
職

場
定
着
を
促
進
す
る
助
成
制

度
を
整
備
し
、
誘
致
企
業
の

支
援
、
産
業
振
興
と
雇
用
対

策
、
所
得
向
上
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
県
企
業
誘
致
推
進

委
員
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

気
仙
地
区
雇
用
開
発
協
会
な

ど
と
の
情
報
連
携
を
図
り
、

町
内
事
業
所
へ
の
人
材
確
保
、

若
者
の
地
元
定
着
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
町
で
は
、
新
卒
者
の
雇

用
奨
励
や
新
規
起
業
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

効
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
町
長

若
者
の
働
く
場
の
確
保
や

職
場
定
着
を
促
進
す
る
助
成

制
度
と
し
て
、
企
業
設
置
奨

励
金
や
、
若
年
者
職
場
定
着

奨
励
金
制
度
を
整
備
し
、
支

援
す
る
こ
と
で
地
元
定
着
に

努
め
て
き
た
。
新
た
に
起
業

す
る
個
人
な
ど
に
対
し
、
起

業
奨
励
交
付
要
綱
を
平
成
28

年
度
に
整
備
し
、
起
業
家
へ

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
こ
と

で
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

問
新
卒
者
や
町
内
事
業
者

へ
の
支
援
を
今
後
の
人
口
減

少
対
策
に
ど
う
繋
げ
て
い
く

考
え
か
。

答
町
長

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
雇

用
対
策
、
企
業
誘
致
活
動
な

ど
を
継
続
し
て
行
な
う
こ
と

で
、
職
業
の
選
択
肢
を
増
加

さ
せ
、
定
住
率
の
向
上
や
地

域
産
業
の
維
持
、
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
人
口
減
少
対
策

に
も
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 △  店頭やインターネット販売を中心に展開をし

ている起業５年目の事業所
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問
総
務
省
は
各
自
治
体
に

対
し
、
職
員
の
副
業
・
兼
業

許
可
基
準
の
公
表
を
推
奨
し

て
い
る
。
町
で
も
許
可
基
準

を
設
け
副
業
制
度
を
創
設
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長

多
様
な
働
き
方
や
人
口
減

少
に
伴
う
人
材
の
希
少
化
か

ら
、
地
方
公
務
員
も
地
域
社

会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
と
し
て
、
公
務
以
外
で
も

活
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
職
員
の
兼
業
許
可

基
準
を
明
確
化
し
、
本
年
７

月
職
員
へ
通
知
し
た
。

問
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
を
実
現
す

る
た
め
に
何
が
必
要
と
考
え

て
い
る
か
。
岩
手
・
東
北
で

と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長

日
本
遺
産
「
み
ち
の
く
Ｇ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」
と
の
観
光
連

携
方
法
は
多
種
多
様
に
あ
る

と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
は

具
体
的
な
連
携
事
業
は
計
画

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

観
光
産
業
振
興
は
、
広
域
的

視
野
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
日
本
遺
産
「
み
ち
の
く
Ｇ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

平
泉
町
・
陸
前
高
田
市
な

ど
が
文
化
庁
「
日
本
遺
産
」

の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

世
界
に
通
じ
る
有
名
人
、
大

谷
翔
平
さ
ん
や
羽
生
結
弦
さ

ん
か
ら
「
世
の
中
変
わ
る
。

ぜ
ひ
東
北
で
や
り
た
い
」
と

い
う
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
し
て
も
ら
っ
て
は
如
何
か
。

答
町
長

本
年
２
月
岩
手
県
南
・
宮

城
県
北
の
建
設
候
補
地
周
辺

自
治
体
の
長
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
建
設

地
域
期
成
同
盟
会
」
が
設
立

さ
れ
た
。
超
党
派
国
会
議
員

連
盟
な
ど
と
連
携
し
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
町
長
は
、
今
年
度
「
三

陸
ジ
オ
パ
ー
ク
け
せ
ん
地
域

協
議
会
」
の
会
長
に
就
任
し

た
。
産
金
に
係
る
日
本
遺
産

「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
情
報
の
受
・
発
信
が
多

様
化
し
、
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
フ
ル
活
用
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

⑴
発
信
に
つ
い
て

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
発
信

②
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
随

時
視
聴
を
可
能
に
す
る
こ
と

③
町
三
役
週
間
予
定
表
を
Ｈ

Ｐ
上
で
公
開
す
る
こ
と

職員の副業制度創設は
兼業許可基準を明確化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
フ
ル
活
用
を

三
役
予
定
Ｈ
Ｐ
公
開

村
むら

上
かみ

　　薫
かおる

 議員

問

問

答

答

△  大船渡市のＬＩＮＥは、市民以外
でも様々な情報が得られる

　「職員の副業制度」
…山梨県ではサクラ
ンボの収穫や出荷作
業に限定して奨励し
ている

議員のつぶやき

⑵
受
信
に
つ
い
て

①
町
案
内
文
書
に
担
当
者
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
表
記
を
周

知
・
徹
底
す
る
こ
と

答
町
長

町
と
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
行
政
運
営
の
効

率
化
を
加
速
さ
せ
る
た
め

「
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

進
め
て
い
る
。
⑴
の
発
信
①

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
活
用
は
、

新
た
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
導
入
も
検
討
す
る
②
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
活
用
は
、
住
田
Ｔ

Ｖ
と
協
議
し
、
活
用
を
検
討

し
て
い
く
。
③
三
役
の
週
間

予
定
表
Ｈ
Ｐ
上
公
開
は
、
公

表
に
向
け
て
検
討
す
る
。
⑵

の
受
信
①
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

表
記
は
、
更
に
周
知
、
徹
底

す
る
。
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総
務
教
民
常
任
委
員
会

調
査
事
項

教
育
振
興

調
査
経
緯

全
国
的
に
人
口
減
少
が
予

測
よ
り
も
早
ま
っ
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
も
児
童
、
生

徒
が
減
少
し
、
県
立
高
校
の

再
編
計
画
や
中
学
校
の
統
合

な
ど
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
る
。
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
教
育
環

境
の
現
状
と
課
題
を
確
認
す

べ
く
、
調
査
・
研
究
を
実
施
。

調
査
・
研
修
内
容

①
住
田
高
校
存
続
に
向
け
た

魅
力
化
の
推
進
に
つ
い
て

住
高
ハ
ウ
ス
○
○
を
視
察

し
、
教
育
委
員
会
、
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
状

況
説
明
を
受
け
る
。

②
地
域
創
造
学
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
よ
り
、
地
域

創
造
学
の
取
り
組
み
状
況
の

説
明
を
受
け
る
。

③
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
よ
り
、
小
・

中
学
校
の
在
り
方
に
係
る
教

育
審
議
会
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
。

調
査
結
果
と
意
見

１
、
住
田
高
校
の
存
続
に
つ

い
て

２
年
連
続
で
定
数
の
半
分

に
満
た
な
い
志
願
者
数
と
な

り
、
統
合
が
検
討
さ
れ
た
が
、

令
和
６
年
度
の
募
集
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
高
校
の
魅
力
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
で
あ
る
と
捉

え
る
。
隣
接
市
や
地
域
未
来

留
学
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

加
え
て
、
地
元
生
徒
が
進
学

し
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
推

進
や
環
境
づ
く
り
に
も
注
力

し
て
い
く
べ
き
。

２
、
地
域
創
造
学
に
つ
い
て

一
般
科
目
に
必
要
と
な
る

時
間
の
削
減
な
ど
の
影
響
が

な
い
か
心
配
も
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
未
来
を
見
据
え

た
人
材
の
育
成
や
生
徒
が
郷

土
に
誇
り
を
も
っ
て
住
田
で

活
躍
で
き
る
よ
う
内
容
を
さ

ら
に
深
め
、
取
り
組
み
を
進

め
て
ほ
し
い
。

３
、
教
育
環
境
の
整
備
に
つ

い
て

学
校
統
合
に
よ
る
学
習
や

生
活
環
境
な
ど
の
変
化
で

様
々
な
課
題
も
想
定
さ
れ

る
。
適
切
な
環
境
の
整
備
と

対
応
を
望
む
。

委
員
長　
　

高
橋　
　

靖

副
委
員
長

荻
原　
　

勝

委
員　
　
　

菅
野

浩
正

　
　
　
　
　

菊
池　
　

孝

　
　
　
　
　

村
上　
　

薫

　
　
　
　
　

佐
々
木
信
一

調
査
対
象

１
、
農
業
、
畜
産
、
林
業
な

ど
地
場
産
業
の
振
興
状
況

２
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

木
材
流
通
体
系
の
状
況

３
、
町
有
林
・
民
有
林
の
経

営
管
理
状
況

４
、
伐
採
か
ら
搬
出
ま
で
の

効
果
的
な
作
業
体
系

実
施
し
た
調
査
内
容

①
林
政
課
と
の
意
見
交
換
会

②
け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業

協
同
組
合
の
視
察
調
査

③
気
仙
地
方
森
林
組
合
と
の

意
見
交
換
会

④
㈱
チ
キ
ン
フ
ァ
ー
ム
住
田

と
㈲
気
仙
環
境
保
全
の
視

察
調
査

⑤
㈲
グ
リ
ー
ン
総
業
︵
一
関

市
︶
の
視
察
調
査

調
査
結
果
と
意
見

1
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
持
続

的
農
業
の
推
進

有
機
肥
料
を
有
効
活
用
し

て
い
く
た
め
、
栽
培
施
用
基

準
や
有
機
農
法
へ
の
適
合
性

な
ど
の
検
証
を
進
め
る
べ
き
。

２
、伐
採
か
ら
搬
出
・
植
林
ま

で
の
効
果
的
な
作
業
体
系

①
伐
採
と
植
栽
作
業
が
別
事

業
者
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
体
的
な
施
業
体
系

を
整
備
す
る
べ
き
。

②
林
地
残
材
の
有
効
活
用
に

向
け
た
取
り
組
み
を
具
現
化

す
る
こ
と
。

３
、
町
森
林
経
営
管
理
計
画

の
推
進

森
林
所
有
者
、
森
林
組

合
、
素
材
生
産
業
者
が
一
体

と
な
っ
た
持
続
可
能
な
森
林

経
営
管
理
を
推
進
す
べ
き
。

４
、
町
産
材
を
活
用
し
た
新

た
な
産
業
の
創
出

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
の
誘
致
や
セ

ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

の
研
究
な
ど
町
産
材
の
付
加

価
値
を
高
め
る
産
業
育
成
に

努
め
る
こ
と
。

委
員
長　
　

阿
部

祐
一

副
委
員
長

水
野

正
勝

委
員　
　
　

林
﨑

幸
正

　
　
　
　
　

佐
々
木
春
一

　
　
　
　
　

佐
々
木
初
雄

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

瀧
本

正
德

産
業
経
済
常
任
委
員
会

調
査
事
項

農
林
業
振
興

調
査
経
緯

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
は
、人
口
減
少
や
高

齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
町
内

に
お
け
る
農
林
生
産
物
の
循

環
を
図
り
、地
場
産
業
の
持

続
的
な
成
長
を
促
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、農
林
業
の
現
状
や
課
題

に
係
る
調
査
・
研
究
を
実
施
。

所管事務調査報告 町の課題
２年間の調査を総括

活躍する人材育成を

林地残材活用に期待
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常
任
委
員
会

問
総
務
省
は
各
自
治
体
に

対
し
、
職
員
の
副
業
・
兼
業

許
可
基
準
の
公
表
を
推
奨
し

て
い
る
。
町
で
も
許
可
基
準

を
設
け
副
業
制
度
を
創
設
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長

多
様
な
働
き
方
や
人
口
減

少
に
伴
う
人
材
の
希
少
化
か

ら
、
地
方
公
務
員
も
地
域
社

会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
と
し
て
、
公
務
以
外
で
も

活
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
職
員
の
兼
業
許
可

基
準
を
明
確
化
し
、
本
年
７

月
職
員
へ
通
知
し
た
。

問
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
を
実
現
す

る
た
め
に
何
が
必
要
と
考
え

て
い
る
か
。
岩
手
・
東
北
で

と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長

日
本
遺
産
「
み
ち
の
く
Ｇ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」
と
の
観
光
連

携
方
法
は
多
種
多
様
に
あ
る

と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
は

具
体
的
な
連
携
事
業
は
計
画

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

観
光
産
業
振
興
は
、
広
域
的

視
野
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
日
本
遺
産
「
み
ち
の
く
Ｇ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

平
泉
町
・
陸
前
高
田
市
な

ど
が
文
化
庁
「
日
本
遺
産
」

の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

世
界
に
通
じ
る
有
名
人
、
大

谷
翔
平
さ
ん
や
羽
生
結
弦
さ

ん
か
ら
「
世
の
中
変
わ
る
。

ぜ
ひ
東
北
で
や
り
た
い
」
と

い
う
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
し
て
も
ら
っ
て
は
如
何
か
。

答
町
長

本
年
２
月
岩
手
県
南
・
宮

城
県
北
の
建
設
候
補
地
周
辺

自
治
体
の
長
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
建
設

地
域
期
成
同
盟
会
」
が
設
立

さ
れ
た
。
超
党
派
国
会
議
員

連
盟
な
ど
と
連
携
し
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
町
長
は
、
今
年
度
「
三

陸
ジ
オ
パ
ー
ク
け
せ
ん
地
域

協
議
会
」
の
会
長
に
就
任
し

た
。
産
金
に
係
る
日
本
遺
産

「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
で
情
報
の
受
・
発
信
が
多

様
化
し
、
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
フ
ル
活
用
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

⑴
発
信
に
つ
い
て

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
発
信

②
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
随

時
視
聴
を
可
能
に
す
る
こ
と

③
町
三
役
週
間
予
定
表
を
Ｈ

Ｐ
上
で
公
開
す
る
こ
と

職員の副業制度創設は
兼業許可基準を明確化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
フ
ル
活
用
を

三
役
予
定
Ｈ
Ｐ
公
開

村
むら

上
かみ

　　薫
かおる

 議員

問

問

答

答

△  大船渡市のＬＩＮＥは、市民以外
でも様々な情報が得られる

　「職員の副業制度」
…山梨県ではサクラ
ンボの収穫や出荷作
業に限定して奨励し
ている

議員のつぶやき

⑵
受
信
に
つ
い
て

①
町
案
内
文
書
に
担
当
者
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
表
記
を
周

知
・
徹
底
す
る
こ
と

答
町
長

町
と
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
行
政
運
営
の
効

率
化
を
加
速
さ
せ
る
た
め

「
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

進
め
て
い
る
。
⑴
の
発
信
①

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
活
用
は
、

新
た
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
導
入
も
検
討
す
る
②
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
活
用
は
、
住
田
Ｔ

Ｖ
と
協
議
し
、
活
用
を
検
討

し
て
い
く
。
③
三
役
の
週
間

予
定
表
Ｈ
Ｐ
上
公
開
は
、
公

表
に
向
け
て
検
討
す
る
。
⑵

の
受
信
①
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

表
記
は
、
更
に
周
知
、
徹
底

す
る
。
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町政調査会
活動報告

（10/６～７）

町
政
調
査
会
で
は
、
10
月

７
日
に
東
京
の
﹁
ホ
テ
ル
ラ

ン
グ
ウ
ッ
ド
﹂
で
開
催
さ
れ

た
第
19
回
ふ
る
さ
と
住
田
会

の
集
い
に
議
員
全
員
で
出

席
。
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ

て
き
た
ふ
る
さ
と
住
田
会
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

う
け
、
約
５
年
ぶ
り
と
な
る

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
関
東
圏
在
住
の
本
町

出
身
者
が
約
１
６
０
名
集

い
、
高
瀬
鹿
踊
り
や
早
瀬
ひ

と
み
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
恒
例
の
住

田
音
頭
で
大
輪
の
輪
を
描

き
、
万
歳
三
唱
で
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
住
田
会

５
年
ぶ
り
の
開
催

△ 再会を誓い、参加者全員で万歳三唱

△ 住田会役員による「ふるさと」の合唱 △ 佐々木議長による祝辞

△

月
山
芸
能
保
存
会
に
よ
る

「
行
山
流
高
瀬
獅
子
踊
り
」

△ 早瀬ひとみさん
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10
月
6
日
に
は
、
議
員
研

修
と
し
て
、
豊
洲
市
場
を
訪

問
。
本
町
の
青
果
も
多
く
取

り
扱
っ
て
い
る
﹁
東
京
シ

テ
ィ
青
果
㈱
﹂
を
視
察
研
修

し
ま
し
た
。
豊
洲
市
場
の
特

徴
や
強
み
、
仲
卸
業
界
の
現

状
や
今
後
の
見
通
し
を
は
じ

め
、
生
産
者
に
何
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
を
学
び
ま
し

た
。
今
後
、
町
の
産
業
振
興

施
策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

故郷に想いをよせて～

日
本
の
台
所

豊と
よ

洲す

市
場
視
察

鈴
すず

木
き

千
ち

代
よ

子
こ

 さん（69才）
下有住字新切 出身

　当日の参加でしたが、思わぬ出会いがありま
した。なんと故郷の実家の今は無くなってしまっ
た本家の同級生と35年ぶりに再会でき、とても
感激しました。誘っていただきありがたかった
です。

大
おお

和
わ

田
だ

卓
たく

郎
ろう

 さん（84才）
世田米字田谷 出身

　首都圏を中心に左官業を営んでいます。昨年
は、若い衆を連れて里帰りし、実家の修繕をし
ました。ふるさと住田会には最初の頃からほと
んど参加しています。今回は、盛況だったと思
います。

△ 模型により施設全容の説明を受ける

△ 県産野菜の出荷状況や買い手の視点を質問

△ 見学ブースより青果市場を一望△

商
売
繁
盛
の
願
い

が
込
め
ら
れ
た
縁
起

物
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
「
宝
船
」

適
正
管
理
の
閉
鎖
型
施
設
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パート

15

皆
が
感
動
す
る
曲
を

将
来
は
大
工
さ
ん
に

広報編集常任委員会
発行責任者 議　　長 佐々木　春　一

委 員 長 水　野　正　勝
副委員長 荻　原　　　勝
委　　員 阿　部　祐　一
 村　上　　　薫
 瀧　本　正　德
 金　野　千　津

　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る
コーナーです。
　自薦・他薦も大歓迎。申し
込みをお待ちしています。

　私の将来の夢は、ボーカロイドプロ
デューサーになることです。私はボカロ
が好きで、ボカロを聞いているうちに、皆
が何回も聞いていたいと思えるいい曲を作
りたいと思うようになりました。なので、
ピアノを練習して音感をつけられるようが
んばっていきます。

　僕は、テニスをやっています。まだ上手
ではないですが、この一年間で試合の予選
を通るようにがんばりたいです。将来の夢
は大工さんです。テニスを続けて大工に
なる体力をつけたいです。岩手の人に自分
が建てた家に住んでほしいです。

有住小学校６年

佐
さ
々
さ
木
き
莉
り
玖
く

（上有住字山脈地）

  村　上　　　薫
  瀧　本　正　德
  金　野　千　津

　まだ暑さが残る10月７日。世田米保育園では運動会
が開かれていました。お父さんやお母さん、沢山の人
が見守る中、かけっこやお遊戯、趣向を凝らしたチャン
スレースなど、会場からは大きな声援が送られていま
した。子どもたちは、笑顔いっぱい、時には真剣に運
動会を楽しんでいました。閉会式では、大きな金メダ
ルをもらい、オリンピックさながら、ガブリとかじるお
茶目なシーンもあり、笑顔あふれる運動会となりました。

表紙の写真

佐佐佐
ささ

▼９月には、任期最後の決算議会、４年に１度の町

議会議員選挙があり、10月２日からは、女性の新人

議員が加わった議会新体制となりました▼10月７日

には都内で「ふるさと住田会」があり、12名の議員

全員が出席しました。出席者160名。交流人口の大

きな核として発展していくことを期待します。▼今

年２回目の「住民と議員との懇談会」を11月下旬よ

り開催予定です。ご参加お願いいたします。

広報編集常任委員会
副委員長　荻 原 　 勝編集後記

世田米小学校６年

紺
こん
野
の
明
め め
芽

（世田米字世田米駅）

世田米保育園
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